
e-methane（合成ﾒﾀﾝ）は熱利用分野等の脱炭素化手段として期待されているが、社会実装に向け経済性と環境性の確保が重要課題と
なっている。本事業では、地域の資源や未利用再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを有効活用し、e-methaneの低ｺｽﾄ化実現と環境価値提供方法の確立を目指す。

□技術開発の内容 □システム構成図

□実施体制図 □スケジュール表

地域原料活用によるコスト低減を目指したメタネーション地産地消モデルの実証

□主な成果

• e-methane製造ｺｽﾄ最適化ｼｽﾃﾑ、ＣＯ2ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの要件定義を完了し、ｼｽﾃﾑ開発を実
施中

• 都市ｶﾞｽ燃焼ﾎﾞｲﾗから最大30kg/日のＣＯ2を回収
できる装置の設計を完了し、装置製作を開始

• e-methane製造ｼｽﾃﾑの基本設計を完了し、詳細
設計およびｼｽﾃﾑ製作を実施中

• 各地域での原料調達先候補やe-methane製造ﾎﾟﾃ
ﾝｼｬﾙの調査を実施し、十分なﾎﾟﾃﾝｼｬﾙがあること
を確認。現在、事業性分析を実施

• A1【e-methane製造ｺｽﾄ最適化ｼｽﾃﾑ】
価格・供給量等が変動する様々な原料（再ｴﾈ電力、
未利用副生水素・回収ＣＯ2）を用いて、
e-methaneの製造ｺｽﾄを最小化しつつ安定した
製造計画を自動的に立案するｼｽﾃﾑを開発

• A2【都市ｶﾞｽ製造工場での低ｺｽﾄＣＯ2回収技術】
原料ＣＯ2を外部調達する場合には輸送ｺｽﾄが課題
となる。e-methaneを製造する都市ｶﾞｽ製造工場の
ﾎﾞｲﾗ等から排出される低濃度、高湿度の排ｶﾞｽから
高効率にＣＯ2を分離回収する技術を開発

• ｼｽﾃﾑが立案した原料調達・輸送・製造
計画に基づき、実際に原料調達・原料
精製・ﾒﾀﾈｰｼｮﾝ設備を適切に稼働させ、
低ｺｽﾄでe-methaneを製造

• ﾕｰｻﾞｰへの環境価値提供のため、CO2

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑをe-methane製
造ｼｽﾃﾑに組み込み、複数ｿｰｽの原料
併用に合わせたe-methaneの由来に関
する証明書（原産地証明）やｶｰﾎﾞﾝﾌｯﾄ
ﾌﾟﾘﾝﾄ（CFP）を提供

【 】ボトムアップ型分野別
技術開発・実証枠

概要・目的

【代表事業者】西部ガス(株)
【共同実施者】（株）IHI、九州大学、（株）JCCL、(一社)日本ガス協会、ひびきエル・エヌ・ジー（株）、

北海道ガス（株）、広島ガス（株）、日本ガス（株）

【実施年度】令和5～7年度
【委託額+補助額】678,924(千円)

令和５年度 令和６年度 令和７年度

A1.コスト最適化システム
    開発

A2.CO2回収技術開発

B.システム統合

C.実証

D.事業化検討
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